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１　普及活動の目標と推進の課題

（１）産地の概要と背景
大分県南西部に位置する竹田市および豊
後大野市から構成される豊肥地域は、九
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重
山系および祖
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などによる山地
に四方を囲まれており、標高100～ 700
メートルに広がる畑地を利用した夏秋野菜
や露地野菜の生産が盛んである。白ねぎに
ついては、平成19年頃から企業参入を中
心とした周年生産が定着したことを契機に
面積が拡大し、大規模経営体と夏秋野菜な
どとの複合経営体が混在する県内第２位の
大産地となっている（図１）。

（２）普及活動の目標と課題
豊肥地域では、産地拡大に向け、84ヘ

クタールの作付面積拡大および７戸の新規
栽培者の確保を目標とした。このためには、
規模拡大意欲の高い経営体のための農地が
必要だったものの、生産に適した農地の確
保は困難であった。また、新たな栽培者を

　調査・報告

【要約】

大分県のねぎ産出額は全国第５位であり（令和元年）、白ねぎでは西日本有数の産地と
なっている。県内の産地拡大を進め、100億円を超える基幹的品目を育成することを目標
に、ねぎの作付面積拡大、新規栽培者および規模拡大生産者の確保に取り組む「ねぎ産出
額100億円プロジェクト」を令和３～５年度にかけて進めてきた。
これにより、県内第２位の白ねぎ産地である豊

ほう

肥
ひ

地域でも、１）規模拡大に必要な優良
農地の確保、２）新規栽培者の確保と既存生産者の規模拡大推進、３）育苗供給体制の確
立、４）労働力の確保対策、５）新規栽培者などへの技術指導による収益向上対策―の５
項目について重点的に取り組み、84ヘクタールの作付面積拡大および７戸の新規栽培者
の確保に向けて推進を図った。

大分県　豊肥振興局　生産流通部　園芸第一班　若林　美里

ねぎ産出額100億円プロジェクトによる白ねぎ産地の拡大
～大分県豊肥地域での取り組み～

図１　豊肥地域の地図と白ねぎ圃場
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竹竹田田市市久久住住
（（標標高高700m））

豊豊後後大大野野市市大大野野町町
（（標標高高200～～300m））
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確保・育成するためには、ピーマンなどの
夏秋野菜などとの複合経営の提案や、集落
営農法人へのアプローチなど多岐にわたる
関係機関への推進体制を構築する必要が
あった。
そこで、優良農地の確保、規模拡大に伴
う生産環境整備、新規栽培者の確保や技術
支援など、関係機関が一体となって「ねぎ
産出額100億円プロジェクト」に取り組
み、産地拡大を図ることとした。

２　普及活動の内容

（１）推進体制の構築
豊肥地域では、84ヘクタールの作付面
積拡大という目標に向かって推進体制を整
え、役割分担を明確化した。初めに、大分
県豊肥振興局の生産流通部（以下「普及部
門」という）は経営体確保・育成を、同じ
く農山村振興部（以下「行政部門」という）
は農地確保を担い、普及部門と行政部門の
連携を円滑にする振興局プロジェクトチー
ム（PT）を立ち上げた（図２）。次に、市
役所や農協など関係機関との連携を図るた
めに、「白ねぎ推進会議」を設置した（図

３）。会議設置当初は、それぞれの役割や
推進手法などに疑問を感じる意見が多く、
消極的であったが、何度も協議や議論を重
ね、役割分担や取り組み内容を明確化させ
るとともに、情報共有を密にすることで、
徐々に目的意識の統一や信頼関係が醸成さ
れ、推進体制が強固なものとなった。

（２）アンケート実施と課題の抽出
作付面積拡大の推進に当たって、まずは
現状の把握と課題の抽出を行うために、生
産部会を対象に「生産状況アンケート」調
査を実施した。このアンケートでは、生産
者の規模拡大意向や後継者の有無、作付面
積拡大に支障となる事項などを聞き取っ
た。その結果、規模拡大を希望している生
産者が約45％もいることが明らかになっ
たが、一方で規模拡大に向けたさまざまな
課題が浮き彫りとなった。これらの課題を、
１）規模拡大に必要な優良農地の確保、２）
新規栽培者の確保と既存生産者への規模拡
大推進、３）育苗供給体制の確立、４）労
働力の確保対策、５）新規栽培者などへの
技術指導による収益向上対策―の五つに分
け、白ねぎ推進会議などで関係者と共有し、

図２　振興局内プロジェクトチーム体制

ププロロジジェェククトトチチーームムリリーーダダーー
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（企画・農政班）
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経営体確保・育成チーム
（園芸班）

生生産産流流通通部部（（普普及及））

①担い手の確保
②個別営農計画作成
③農地マッチング
④栽培指導

①農地情報の収集
②マッピング、ゾーニング交渉
③推進会議の開催
④関係機関との連絡調整

振振興興局局PPTT体体制制図図（（令令和和３３年年））

図３　関係機関との推進体制図
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課題解決に向けて取り組むこととした。

ア�　優良農地の確保と作付け希望者との
マッチング
農地確保については、まず白ねぎ生産の
中心である豊後大野市大野地区を重点推進
地区に設定し、規模拡大を希望した生産者
と普及部門、竹田市および豊後大野市、
JAおおいた豊肥事業部（現、豊肥営農経
済センター）、土地改良区、県水利耕地事
務所が協議し、確保する農地条件および希
望地区を整理した（写真１）。次に、市が
遊休農地情報を収集し、生産者とのマッチ
ングに取り組んだが、思うように進まず、
多大な時間を要した。
この状況を打破するため、令和３年８月、
豊肥振興局に、竹田市、豊後大野市職員を
含む農地集積推進班が新設された。当班が
中心となって農業委員会、農地利用最適化
推進委員と連携しながら農地確保のための
ターゲット地区を定め、119.6ヘクタール
の白ねぎ作付け用農地を確保した。

農地マッチングについては、県の普及員
が巡回指導時に、栽培希望地区や規模拡大
希望があるかの意向を生産者から細やかに
聞くことから始め、白ねぎ新規栽培希望者
や規模拡大予定者と一緒に集積した農地に
出向いて、既存農地との位置関係や自分の
作付け農地として適するかなどを確認しな
がら、進めていった（写真２）。
イ�　新規栽培者の確保と既存生産者の規
模拡大推進
推進対象となる生産者は、大規模経営体

（企業参入含む）、既存生産者、ピーマンな
どの夏秋野菜生産者、集落営農法人などで
あり、アンケート結果などを基にリスト化
し、各夏秋野菜の農協の部会研修会、認定
農業者研修会、座談会、市報、ケーブルテ
レビなどを活用して幅広く作付けを働きか
けた（図４）。
特に、新規栽培希望者や規模拡大希望者
に対しては、農協、管轄の市役所、県の３
者で個別訪問し、栽培スケジュールや経営
指標を示し、必要な機械や補助事業メ

写真２　希望者と農地の確認をする普及員写真１　生産者から聞き取った希望地区
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ニューなどの支援策も提案しながら推進し
た。加えて、異業種企業へも働きかけ、１
社（電気通信業）の参入が決定し、令和５
年から栽培を開始した。

ウ　育苗供給体制の確立
白ねぎはこれまで自家育苗が一般的で、
育苗施設を必要とすることが多かったこと
から、新規作付けや規模拡大に伴う課題と
して、購入苗を利用して効率的に作付けを
する育苗供給体制づくりが必要であった。
育苗生産協力者の確保は困難を極めたが、
関係者で協力し情報収集などを行いなが
ら、協力生産者を選定した。育苗協力生産
者が苗生産するハウスなどの環境を整えつ
つ、育苗技術指導を行い、生産体制を確立
させた（写真３）。併せて、農協が窓口と

なる広域苗供給体制を整備したことで、他
地域からの苗の受注や、万が一供給できな
い場合に備えてのフォローアップ体制（県
内全域での余剰苗の融通など）も確立され
た。これにより、作付面積として約10ヘ
クタール、新規栽培者の92％分の苗供給
が可能となった。

エ　労働力の確保対策
作付面積の拡大に伴い、圃

ほじょう

場管理や調製
作業における労働力確保が必要であり、解
決に向けて二つのことに取り組んだ。一つ
目は福祉事業所に調製作業や圃場内の軽作
業を紹介し、マッチングを進めた結果、管
内４戸の生産者が農福連携に取り組むこと
ができた（写真４）。二つ目は集落営農法
人の作業閑散期の労働力を活用して、調製
作業のマッチングを行った（図５）。
さらに先進的な試みとして、地域の生産
者が新たな人材、機械を導入することなく、
規模拡大や複合品目の繁忙期の労働力を補
完することを目的として、コントラクター
組織の構築・育成を進めた。その結果、令
和４年は２経営体、５年は５経営体、６年
は７経営体と、年を追うごとに労働力の
マッチングが増加し、円滑な圃場作業の支
援につながっている（図６）。

図４　規模拡大に関する推進実績

豊豊後後大大野野市市 市市報報７７月月

生生産産者者へへのの推推進進資資料料・市報を活用した推進（3回）
・豊肥管内白ねぎ研修会での推進
・認定農業者研修会、集落営農組織研修会、座談会
・JA各部会、新規就農者への複合品目としての推進
・ケーブルテレビ出演（3回）、企業セミナー
・個別推進（新規・既存生産者）
・JA選果場での関係機関との相談窓口設置（2回）
・ファーマーズスクール研修会（竹田市）
・たばこ廃作生産者協議
・企業参入セミナー
・農業塾（豊後大野市） など

推進方法・手段

写真３　広域育苗センターでの育苗の様子 写真４　福祉事業所による除草作業
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オ�　生産者への栽培技術指導による収益
向上対策
これらの推進により、新規栽培者が２年
間で25人増加した。しかし、この中には
初めて野菜を栽培する者もいたことから、
収益向上に向けた栽培技術指導に取り組ん
だ。まず、ベテラン生産者を技術アドバイ
ザーに迎え、作業実演を主体とした集合研
修会を年間５回開催した（写真５）。次に、
農協・市・広域普及指導員（県全体のねぎ
普及活動の調整・総括、技術指導を行う普
及指導員）・普及指導員の４者で新規栽培
者の全戸巡回を実施して病害虫の発生や作
業遅れがないかを確認し、綿密な技術支援

を行った。
また、病害虫防除については、収量・品
質に大きく影響することから、非常に重要
であるものの、大規模経営体や複合品目の
生産者はその作業が遅れがちになりやすい
ことが課題となっていた。そこで、ドロー
ンによる防除実演研修会や防除効果などの
座学研修を実施し、効率的な病害虫防除技
術推進を図った結果、５戸の生産者がド
ローン防除を導入した（写真６）。
さらに、生産者の栽培圃場を見ながらの
現地検討会を開催し、既存生産者と新規栽
培者が意見交換を行うことで、生産者間の
交流を深め、栽培技術の資質向上に努めた。

年間作業スケジュール図５　集落営農法人との労働力補完

委委託託者者

白白ねねぎぎ面面積積拡拡大大 複複合合経経営営ででのの
繁繁忙忙期期

白白ねねぎぎ栽栽培培者者

豊肥
振興局

経営改善
所得・労働力の
シミュレーション

大型機械作業

（防除・土作り・土
寄せなど）

作業受委託の
調整

受受託託者者

ココンントトララククタターー

・・生生産産者者かかららのの
ヒヒアアリリンンググ（（7名名））

・・実実証証実実施施
（（２２経経営営体体））

図６　白ねぎコントラクター概念図



野菜情報 2025.1147

３　普及活動の成果

令和３～５年度にかけて取り組んだ「ね
ぎ産出額100億円プロジェクト」におい
て、関係機関と一体となった活動を展開し
たことで、各種課題をクリアしながら、短
期間で産地拡大することができた。結果と
して、規模拡大を計画している経営体が
46戸（既存生産者21戸、新規栽培者25
戸）、令和５年度までに拡大した作付面積
は86ヘクタールとなった。それ以降も新
規栽培者を中心に作付面積の拡大が続き、
令和６年度の作付面積は４ヘクタール増加
している。これら豊肥をはじめとした県全
体の取り組みの結果、県のねぎ産出額は令
和５年度に101億円に到達し、プロジェ
クトの目標を達成することができた。

４　今後の普及活動に向けて

今後は、急激に増加した新規栽培者が確
実に定着するために、栽培技術の習得およ
び経営安定に向けた支援を継続するととも
に、作付面積を拡大した経営体では、拡大
に当たり問題となっている雑草対策や労働

力確保体制の確立に向けた支援を関係機関
と連携して行っていく。これからも、計画
的な栽培体系が維持できるよう支援を継続
し、豊肥管内の白ねぎ産地をより盛り上げ
ていきたい。

写真６　ドローン防除研修会写真５　技術アドバイザーによる栽培研修会
１０月　土寄せ研修会


